







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（18） 内村の墓碑銘は、“I for Japan, Japan for the World, e World for Christ, 



















































































































（62）  1904年 1月 13日付津佐子宛書簡（『全集』37巻、4頁）。
（63） 同書、11頁。
（64）  1904年 9月 29日付斎藤宛書簡（同書、31頁）。












（70） 1907年 2月 12日付斎藤宛書簡（『全集』37巻、157頁）。
（71） 『全集』19巻、22頁。































































訳、勁草書房、1998年、24頁［Felman, S., What Does A Woman Want?: 
Reading and Sexual Difference, Baltimore: e Johns Hopkins University 










（110） 「我が女性観」『新人』5巻 5号（1904年 5月）、12頁。また、海老名
弾正は、雑誌『新人』を発行していたが、その姉妹誌と銘打った『新
女界』も出していた。
（111） 「良妻賢母の新意義」『婦人画報』1911年 2月 1日号。
52
矢田部　千佳子 「内村鑑三と 3人の娘たち」
（112） 絹川久子「内村鑑三の福音書釈義に見られる女性観」『内村鑑三研究』
43（2010年、4月）、22-67頁、66頁。
（113） 美代子は、山本泰次郎による以下の全集の編纂作業への協力をしてい
た（内村美代子、前掲書、115頁）。『内村鑑三信仰著作全集』（全 25巻、
山本泰次郎編）教文館、1961–66年、『内村鑑三聖書注解全集』（全 17巻、
山本泰次郎編）教文館、1960–62年、『内村鑑三日記書簡全集』（全 8巻、
山本泰次郎編）教文館、1964–65年。
（114） 内村美代子、前掲書、41頁。
（115） 同書、46頁。
（116） 筆者は内村と最初の妻竹との破婚が彼の女性観に大きく影響している
と見るが、それは別稿で論ずる。
（117） 「いずれにせよ、主においては、男なしに女はなく、女なしに男はあ
りません」（『新共同訳』）。
（118） 『全集』26巻、437–8頁。
（119） 同書、439頁。
（120） ハウズ、前掲論文、6頁。
（121） 注 20を参照。
（122） 柴田は、「内村は『独立』や『自由』をより具体的な形で捉えること
を行うようになる。そこでは『経済』という言葉がカギになっていた」
と、内村の「独立」の特徴を記す（前掲書、90頁）。
（立教大学大学院キリスト教学研究科博士課程後期課程在学　やたべ・ちかこ）
